
1十亡で主義の7回、ラ4ン
萩山二富雄．

下すキポム的1十ビ了
私は－ユートピア主義が社会主義本来の婆だという意見を30年以上にわたって

薄ら続けている．

アナーキズムを含めて，一切の社会主戦の読経は．不発的にはユー噂ア主義だ

というのである．

ユートピアは元より平和な社会である・単に戦争や内部扇毎がないというに止ま

らないで積極的に友愛に充ちた）輔弼でさえある社会であり，軸と平等が，社

会の一切の寵愛の中に味読されていなければならなし、・政治帥こぼ完全でかつ産婆

的な民主々義が行なわれていなければならないし．経済勧こは生壁面では才鮒こ応

じて鰯し・醸面では必菱に従って消琵使用することが当然であるような平等が

保護されていなければ護か．ここでは強練理は葵を，まさかので，翻．政府

国家は鰊縁のものとなろう．

これはユートピアに逮いかが・それを実現するまでには、あるいはそこに到達

するまでに現存する強靭の勧虞は存続すると見なければならら　い．一挙に国家を廃

止しまうとしだどんな企てもかって成功したことがなかっなこれからも成功する

見込みがない．

ところで●讃嵐的に薗家が軸への必巽不可欠の跳躍台であるとする説と，その

機能がほとんど煎刷こなる状態を築き上ることによって言質習的に人類にのしかか・

っているのでしかないこの制度を除々樽蒸してゆく方法とがあるのであるが．こ

の二つとも共にユートピアと認めるのが正しいのである．

蜜すれば・ユートピアは入関主体の史観を採る立勤、らでな隼和浩考えられない

ものである・その立諺に羽立するもの町人髄不在の唯心廊轍的両必然吏謡での

る・従米はこの二つの史観以和こ愛鳥高ぶなりたた7よいとする考えが常識化してきだ

しれ・必然のう擁こユートピアは生まれ曲る突放を諦たない・偶然にか‖改憲にか，

ユートピアと鰭合した必然輿頚城行われたことは何人も知っている．しかしそれは

所詮不毛な恩義の迷そうでしか7よし、．

ユートピアは・人類の勘よる夢では7まく，その播葱カと知陸と惑志を以て，この地

上に鰐築することのできる計画となった・近代のユートピアはそれ技に社会主義と．

7より・強力を字義とする派と・それを可戊的に擬除して遂棚減に至ることを措同
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する派との二つを包含することとなったのである．

こうyi退場から誇々ま，レーニンのユーかビアとアナキスム的ユートピア

摘離陸取り上げるこ担できるわけ壷る．寧牢は入関を疎外して成り立

たない．人面が自然にはたらぎかけ．大筒嘉大南にはたちぎかけることによっ

てしか生まれない．ニートビラもこのようにして生曇るべくして堂まれなので

ある．ソ速の革命において，中英のそれにおいて，その他国家的革命において

取られた緒は，－すべて強櫛を煩理とする社会を可と′1着ずるものであり．一言こ

：霊霊霊器器謙語芸三業等三霧
と，計画と，勇断と意志がこれを成し遂げたのである．

ユート料の現実性
しかし，強鯛を以て自由を獲得することが果して可読でかろうか．量から質

への変化．そういうことを信じ得る根拠がどこにあるのであろうか．弁証法を

以て新しい知識に達することば不可能である．普通論理（形式論理）がそれを

可鰭にする薩－の遠である．これはベルグソソがいったことばであり．W．ポッ

パーがいよいよ明らかにしたところである．所諦唯物弁護法の翰轡に依って正

′遠を射湖を出入は多く知らないのである．巽の社会科学といえるものは．ホ

ッパーのように「漸次的社会工学」というべきものであろう．

レーニン的方法を似て，強制のない，自由のユートピアに至ることは．古い

比ゆだが，木に依って魚を求める類いである．それは明らかに過誤を冒してい

るのである．

さらば，アナキズムではどうあろうか．近代アナキストは暴力の保従であっ

た・暴力に依って，テロルに依って一挙に国家を廃滅できるとしたが，それは

閏じく過誤であった次にそれは階級闘争説を取り入れて，プロレター）アと手

を携えることに依って．廟韻連接争議部こ依って支配階級を追求することができ

るものと信じだサンジカリストはたしかに●少なくとも一時期は●アナキス

トと思想も行動も共にするかに見えを自虐連合，相互扶助はユートピアを約

束するかに見えた．しかしこれもその誤りがたちまち明らさまにされた．プロ

レタリアはマルクスが言ったように人民のほとんど全体と一致するまでには

発展しなかったしブルジョアも嶽域のように石頭でもなかった．自作旛民も

嶋



皆無にはならなかったし●中小企業も滅亡もし溺かったし．ホワイトカラー

はいよいよ増大するし●ルンペンは単なるくずではなくなり．失討専業であ

るかな冬かではあってもそのその生存を続けることができている：

こうした大衆の車のプロレタリアだけを革命の塾徒とすることは．革命の

倫理が許さない・また・プロレタリアはそれ自身内郭分裂をして労働貴族を

生んで行った・労働絶命註思想団体でないが孜に除々にそれは支配鰭薮が造

っている国家に政だ組織と化して行った．

もはや，サンジカリストや工、W．W．の会員はアナキストが求めているような

謀議器祭器嵩書誌業慧禁鳥
のの如くであった・強権的綾織は常にピラミッド型の社会を成すほかなし、の

・で・一人あるいは殺人の頂点以外の一切の人民は下敷とされる仕組みである

もとを’●またもや忘れて労働者独裁などという誘惑に桑ってしま、、うのであ

った・組織された暴力は権力に転化しやすい，労働組合に自由と解放を求め

るのは妥当でなさそうだ．

階級の枠を趨越しようではないか．バクーニッやクロボトキンが帝政。シ

アの貴族であったことや，マルクスやエソゲレスやレーニンもブルジョアや

賓族の曲身であったようだ・幸徳秋水にしろ．大杉栄にしろ．彼等はプロレ

タリ・アというよりは交醍階級に近い方の上であった●有馬武塵や，武者小路

実篤をもユートピアに数えるなら●彼筈も同じく支離階級の出身であった．

今日の学生連動はその名の如くプロレタリアではない．革命家は階級の制限

を受けない．

こうして・我々はもう一度，社会主義の鼻祖オウエソに立ち戻ってみる必

葵を慰ずる・それは歴史的必然の迷信を打駿することであり，人間主体の塵

史観を奪験することである・彼の突放したことから学はねばならない．歴史

は入関活動の聖雷である・歴史の中で法則を発見することは徒労に近い．そ

れから教訓を学ぶことがはるかに大切である．

ユートピアは必ず失炊するものとマルクスは共産党宣言でも記している。

だが彼は人間が誤っては修正して正しい認劉こ近すく方法を無視したか離

しすぎたかしだ・試行錯誤というのが人間の知的行動の跡づげである．オウ

エソの企てはむだではなかった・ユートピアはlL‾かも自由で平等で親愛に
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満ちた社会珪籍や蚤勘師可能でないことが．この5時の閏に英誌せられた

のである・イスラ丸レのギブヅがそれである‘E困こ脚聯戎諜睦が塵れ

つ：ある・これらの計画が成功するためには，それを圧殺する外力がないとい

うことが第一の条件である．この第一条件の一つの場合として．民主主義の

相当高度の発達ないし法的保証が考えられる．日本の心壊部落や山岸会のよ

うなユートピアは．厳勧こぼ．それはまだユートピアでは．なくもその潮芽

にすぎないのであるが．それが可能になったのは．現憲法の施行ということ

があったからである・天童鯛と．旧諸国態法の下ではこれは生まれ出なかっ

たろう．

文化の原型は，どこかの人間集団のなかで．iひょっこり賽を現わすキノコ

のようにして生まれ出る●そしてそれに魅力があるなら●除々剛、急にか●

瑞防峨璃筏鴫しやがで他脚。翻していく．もあんこれは．

物理馳駆伝導などと同一のものではなくで．人間が主体的にこれを選択する

のであの模倣するところから起る現象なのである・ソ連の革命が●　幾分は

押しつけによって他地方へ普及したか子それは活力がなく定着さえ危いこと

があった●普通の手続で稼動したものは．その地方地方の特質と和すること

によって●少しずつ愛縁しつつ広い地域に拡まって行った．

ギブッ的文化・ユートピア．の一つの模範的ケ「スとしでの．この文化もこ

のようにして子園和こ転まり．やがて圏外へ移動して行くことであろう．ギブ

ツほ50有年かかって229カ村に拡大した．日本の心壊部落は自己形成に20

年以上を要したが・これから移動を起すものと思われる・もう一つのヤアギ

レズム運動はある積度国内に弦要り．外国にも漸く注目を集め始めた授階で

／ヾトスとロゴス
すべてユートピアなるものは●人間生体的曳額陸島亀と普いたが‘さらほ

うき遼めて言えば．自由なる意志を究党籍意する形而上学を巻盤とする思想

なのである・普通認識といえばロゴス的な認識のもとに外ならないが，ロ

ゴスは相封の埴界に敏くための知力であるから．物と心がまだ分かれない

前の絶対を把撞することは出来ない．これを能くするカは．人間以前から

すでに臭っている能力としてのパトス的認識力ということができる．これは

ら



ベルク㌧／シがいうよう心対象と主体との合体であり．仝俵をつかむ唯一の

方法なのである，この直感の能力は生けるものを生けるものとしてつかむカ

であり・これに依って我々は・生命の実体を知ることを得るのである．∴ロゴ

ス的認識は常に過去・死・静と共に勘くのであって科学は主としてこの能力

の髄である・これはそれ自体・道具であると共に道具を作る能力であるが，

これで主客分のそれを知ることは絶対にできない●19埴絶未までの古典

物理学は因果的必然の法則で支持されていたといえるのであるが，20世紀

のそれは，不離性の原理に到達することによって，ロゴスの限界を自ら知

ったのである・我々は厳密には必然といえないので．英然としか言えないこ

とがわかった・ベルグソシの復活の時が薬たのであり●生命の尊貴と．惑志

の軸が本当に社会観の猥底とならぬばならぬ時に再度直面したのである．

ロゴス万能・科学絶対の19也憩の思想は多かれ少なかれそうした風潮

に影響されざるを得なかった・が●ここに忘れ難い適感零は．我々自由の使

徒アナキス・トのい致して措かないクロボトキンでさえアナキズムを唯物論

化しようと努めた跡があることである・ロゴスに依らねは学問はな

いときれた時代のこととて岡鱒に償いする過誤ではあったが，誤りは誤りで

あった・しかも・いわゆる機械的髄論と弥せられたものであり，曲りなり

にも歴史を説くことすらそれに依ってはできなかった．彼は歴史的人間史観

に依り静的自然を唯物論唾せようとした・そうして統「髄界観の形成に

失政したのであった・我利こぼもはやそのてつを踏むべきではない。

ユ小甘yt諜敬呈鴇
ユートピア主義者は，マルクスのように支祖国を持たない人間ではない．

どんな思想も行動も今日までは・民族のなかはそ生きたのであり，それに

弓引き・それ肥鷲を向けたものに受け容れられたことはない酸は生命に

轡清しているが故に・国家や・階級や，経済制度に発行する．われわれはど

のような思想家であるより先に一つの民旗の分子である．しばしは次にわた

る戦争において●被支配階級は祖国を薄だぬ者としてではなくして．それを

持つものとして自らを護明しだ・民族を愛さない勅勘が実ることがどうして

あり縛ようか・ただし，己が民族を愛することは・他の民族をにくむことで

満明朗鴎幻曲らない・われわれは日本民族を愛i陳も近隣の諸氏藤子歯舞の諸
事・ではな
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民族を愛することを忘れ怠ってはならないインターナショナルは，ナ曾′冨ナル

を否茂するものであってもならないのである．

日本共産党や社会党が，見せかけの手段としての愛国や民族主義を掲げで

も国民は敏敵こその虚偽を感知しているのである．保守政党が，資本主義の

非倫理隆や．旧来の姻留と一体をなし緻性を蔵していることを看破しつつ

もなお国民はlその聞部こ÷片の見せかけでない愛国心を見て取っているの

でもあろうか，選挙毎ドその優勢を保っているのは．単なる物質的利害麗係

に帰せしめ得7よい何か牽感せしめるものがあるようである．

創億学会の隆盛の一撃Iほ．右に述べた愛国心ないし民族襲掻関連するもの

のように私には思われる．また．世界の新興国のあのカは決っしてマルクス。

レーニン主義などではなく．むしろ，それと抱き合わせた民族主義なのでは

か、か・民族主義は民族率としてだけ動くよりも，何らかの利害関係と共

に浮沈することが多い・才が国は，資本主義と典に民族主義の最盛期を迎え

かつ送った・世界の子の民族主熟の高潮時に独りわが国のみが．己の民族

をダ繋している観のあるのは．茜波紋がわしいことである．ユートピア主義

者喧民族を愛すると単を決して忘れてはならない．

次に現在の政治とのかかわりあいについて．一言しなければならないのを

感じる．

アナキズムは読んで牢の如く政治・政府を否定する思想。運動である．し

かし　それは直ち

ユートピアを充実嵩できないことは●前記の通りである．それは．ただ，する過程のうちでだけ，その存在憲議のないことを

互に確認し合い）他に認識させ．ついにはそれから脱却することによっ

て●ユートピアを完成しなければならか、のであるが．単位ユートピアが国

家全領域に弦大し・隣国読郷もそれに倣うときが来れば●それはたし油こ完

成の或る段階であり，自由選合が国家に代り・そういう連合と連合や更に

高次の連合の成立する時でもある．　　　　　　　　　〉

少なくとも一国に単位ユートピアの数が摺大して資本主義や．他の社会主

義に成り代って行ける時が来るまでは，現実の政治と関連交渉を保持

しなければならない・その際．われわれは，もはや過去のある時期の如く言

すべての政党に背を剛ら投薬糎を薬てるというようなことはすべきではな

い・剛こぼ績趣的にさえ．ある政党のある政熊．それはもちろん．われわれ

8



、のユート貯雷建鰻にプラスとなるものを意味するが書それを支持すべきであ

る．
（自由連合196ヶ年105号）

マナモズ4℃ユートピコ
森山三善雄．

裁
大杉栄の死は・当時のアナキスム運動の総日だったそれ以後にほも

讃極性のある報道をきくこと水できないのである．

もちろん・デカやズム運動退勢の原因は彼とその婆の宛だけではない．ソ

連の革命成功は・後等の死に勝る有力な原因であった●しかし．それらは確

かに大きな原因であるにはらがいか、が，それは外在的である．そのほか

に，本来的な原因がなかったであろうか・たとえは．理論の不備といったよ

もしも・そうした内在園というようなもわが臨幸すれば，一軍は強堅

に陥ったとしでも，また更生があるはずではないか，ところが彼等の死去か

ら数えでもすでに40年余りの才月が流れ去っているのである・何基・．う沈

滞の長さであろう．

それではアナキズムは●もはや存在理由を持たない社会思想にでもなった

というのか・それに苅しては否である，百遍も否である′世に不純，不平

等があり・邪が正を庄している事実がある限りlアナキズムはなくなるわけが

ない・ソ連の革命が成功したと蕾いなそれは権力的社会主義がそのあるべ

き婆において成就したことの話であって「共産党宣言」が約束しているよう

な・自由の王国と共産社会が同時に出現するという恵勘こおいではいささか

も成功してはいないそれはもはやソ連的社会において塑み縛る連想でない、

ことが判明してさえいる・1961年の第22回党大会において，フルシチョ

フが約乗した20年後の共産主義社会とは葵は全体主義的福祉国家にはがな

らないからである．

人類の見果てぬ夢が・軸と共産の実現に在るとすれば●共産党的社会

主義以外の思想と運動にまたねはならぬこと明々白々である．第1インター

以来・この思想を追求した2つの流れは護も知っているように．マルクク主

9



義とアナキズムである・アナキズムは●強権によってこの理想に到達することは

絶難と不可鰭である－と指摘してきた・マルクスの筏はそれを信じ．今それた失敗

したのである．

0

アナやズムはでルクス主義とちがって子唯一の人物の識見ではない．百人

のアナキスト時事のアナやズムを表わすと替ってもよいのが彼等の拠って立

つ原脈あるが実際にはさほどバラエティに富んでいるわけではない．批

その中には今日の眼か・ら見て明白絹兄であるものもある章個人螢義的なア

ナキズムと統するものはこの態のものである事また権力者や政府挫離おしさ

えずれば理想社会が美貌するかの如き行動を推奨し即のもそれである．

か”くして・真剣に即輯む価値のあるアオキズムとは社会孝義的なそれで

ある・その社会主義というものも決して全体主義ではない●それは個と全休

の蘭和ある状態を意味していなければならない・人間　が土台となる道徳

がその社会生活を律しなければならない・匝接で完全な民主重義と共産主義

はこの社会の倫理的要諦である．

このような状態が縫持せられる社会が自縛す共同体である．共同僻は国家

からも・利益社会からも区別され・人海的－こ創造されねばならない．アナキ

スト●碧さユニズムの要約である．

0

階級闘争説は階級軸滅させないでlそれの維持存続は作用する．ソ連の

革命が最終的にそれを証功しだ。

アナキストのうちアナル雷・サンジカリストは同じく階級闘争説を信じた．

大杉が存命してその運動がいよいよ盛大になったとしでも彼は結局階級の存

続を肯んぜねはならぬのではなかったか・彼猷班毎そのもののうちに美を見

出したのは一つの危険信号であった・目的実現の努力に生き恥、を感ずるの

は当然であるがl目的と手虜が倒錯しているのは病的である．

階級は現実である．但いルク論階級が最も階級らしざ階級である．そ

うはいうものの・如何なる資本主義国もl単純にブルジョアジーとプロレタリ

豊滝壷諒例がれ虔漣層と．中小慈善臥それに年々楢大し

てゆくホワイト・カラー厨・これらはプロレタリアートに勝ってに代表されて

は蜂蜜らないのである・そうすることが歴史的必然だなどと説教されてはいよ
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いよ以って堪まらない・人間は人間として貴いので，階級人として賢い

のではないから．

横倉辰治氏の「古典革命観」がどんな思惑を背寮にしているのかよく分ら

ないが9多分ばのアナルコ・サンジが）ズム的なものでないかと推察される。

職令による社会の混乱のようなものが起きない限り，革命は起きないであろ

うが，その戦争ほほず起きる見込みがないoゼネストで革命を誘発するくら

いが縛一杯というところeよし9そうした革命が起ったとしても昏後処理に

当るものはカであろう言見在の支配層が勝ち残るか，新興麺層が政権の塵

につくか，それ以外に7る公算は全くないeアナキストの献身的聴力が如

何に奪っ葦ところ与政府主義者の暴力が必ず勝利する．iこれこそ歴史の訓

えるところである。アナキストの力はその意図に反して車命的暴力主義の

他の派に利用されるくらいがせきの山である。

唯一つ9アナキスト的暴力が物をいう場合があるとすれば，それがすでに

出来上っているものを防衛するときである。破壊の暴力軒イナスだが．防

衛においてはそれはプラスとなろう。創造的暴力説なるものが行われたこと

があるが革命時における民衆の本能的社会的創造力の発揮を得？ための

暴力をいうのだとすれば仁を薮毒漱豊んど用をなさない。「創造力」が動く1

には時間を要する・だから急の場合には間に合わないのである．クロ

ンの革命ロシアに戻ってから死に至るまでの最大の悩みはこのことに

いたのではないか〇・マフノ運動にしろ，サバト運動こしろ，その悲し高桑

は尊前に分かっていたようなものだ。

大逆革件の幸徳秋水の言に・アナキストくらい平和を愛好するものはない

という意味のものがある・われわれの運動は人間性奪還に在るともいわれる

が・入関憶は平和の愛好と結合している・われらは科学主義者ではなく，ユ

ートビストである・決定論者ではなくで自由強者である。われらは許された

自由を最大限に活用しなければならぬ・ブルジョア民主主義をあざけるのは

よい・だがそれを活用することを怠ってはならない・このデモクラシーには，

ブーパーのいう「隙剛がある・・ににこそわれらはユートピアを建設しな

ければならない・一峻び成り立ったユートピアは文化として，文化存在の法

胱従う・何欝かの人間ケン引力があればそれ関する・辛
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理想郷のモデルとして流行移動する．

「共産党宣言」は、こういう試みを空想的であり非科学的であるとして

諾謹蟻霧器悪霊楽器
どもやはりこの種の企てであったにすぎないのであったが、結果はただ突放

であったというのである．

すでに生誕したユートピアはギブッにおいでトップを見る・日本にも山岸

会があり・心境部落があり、新しさ村がある・われらは、革命家としての心

の準備をするよりもこの運動に積極的に参加すべきである．

（自由連合　第100号1964年7月）
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